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研究成果の概要（和文）：この研究では、1980年代から2010年代までの社会保障の各領域（年金、医療、介護、
家族支援など）における公と私の関係の変化について、各領域においてまた国々において多様な組み合わせがあ
ること、そしてそれが近年複雑性を増しつつ変化していることを、示した。また、特に日本においては、制度の
安定性が図られる一方で、雇用・就労の変化、長寿化などの住民生活の変化により生じる新しいリスクに対応す
る新しい公私の関係のあり方を構築することが課題となっていることを示した。

研究成果の概要（英文）：This research examined changes in public-private of welfare provision, 
including pension, health and long-term care, and family benefits between the 1980s and the 2010s in
 selected countries. It revealed that varied mixes of welfare in different counties have increased 
complexities in the period observed. It also showed that maintained traditional institutions for 
welfare provisions, in Japan, are insufficient to ensure decent life of citizens against new social 
risks brought about by social changes, including the changed labor market with precarious jobs and 
the prolonged life after retirement. It argues that a new public-private mix shall develop to bridge
 the current gaps in welfare provision for securing social protection.

研究分野：社会政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会保障のあり方を考える上で、個人・家族の生活（私的な領域）と年金・医療・介護などの政府がつくる制度
（公的な領域）との関係をどう設計するかは、生活の安定化を図る上で重要である。この研究では、このような
仕組みがどのように出来ているかを学術的に明らかにするとともに、この関係をどう設計するかについて設計す
る基本的な考え方、日本の特徴などを明らかにした。これらの内容は、社会保障などをめぐる社会の議論に貢献
することが期待される。
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１．研究開始当初の背景 

社会保障の各分野、とりわけ医療と年金においては、各国における公私ミックスは、規範的に
また実証的に研究されてきた。規範的には、公私ミックスは、公共部門の役割をどのように設定
するかという課題であり、公共部門の責務をどのように位置づけるかということに関わる問題
である。これは、国家の役割を秩序維持等最小限の役割として規定する最少国家論から、能動的
積極的に、市民としての生活水準の維持を保障しようとする人権保障国家という国家介入の問
題として、議論されてきた。実証的には、医療と年金を、そして介護等において、公共部門と私
的部門が、財政・供給の両面においてどのような機能を果たしているかが検討されてきた。この
ように、公私ミックスは、社会政策の政策設計の基本に関わる重要論点である。 
これまでの検討では、各国の医療政策における公私ミックスが、財政面と供給面の両面で異な

ること（共時的変異）、またその差異が歴史的変化の中で形成されてきており通時的に変化して
きている。また近年、公私ミックスはより複雑なものとなっている。医療を例にとれば、英国や
スウェーデンのように租税をもとに公共部門の一部として医療を実施してきた国において、租
税が主な財源であることには変化はないものの、私的医療供給者への委託をかつてない規模で
すすめてきている。他方、社会健康保険を医療制度の基軸におく国においては、むしろ公私を含
めた医療供給への統治的介入を革新していく方策がとられてきた。さらに、中国・韓国そして米
国など、新たに普遍主義的な医療制度を構築した、あるいはしようとしている国においては、よ
り幅広い公私ミックスが立ち現れている。また、公私ミックスの変容は、単に医療だけでなく年
金・介護・家族支援等社会保障の他の分野でも同様に生じている。 

２．研究の目的 

社会保障の各分野（年金・医療・介護・家族支援）について、1970年から 2010年までの公私
ミックスの変容を、それぞれの歴史によって形成されてきた制度配置を考慮し、総合的に明らか
にすることである。具体的には、（１）1970 年代における医療、年金、介護、家族支援、等社会
保障諸領域における公私ミックスの制度配置の整理を行うこと、（２）1970 年代から 2010 年に
かけた量的変化を明らかにすること、（３）同じく、その期間における質的変化の抽出・同定を
行うこと、さらに、（４）それらの変化を、グローバル化という今日の趨勢と各国固有の政治・
経済・社会を前提とした制度配置を考慮にいれ、また理論的な含意を明確にする説明モデルを、
開発・検討すること、である。 

３．研究の方法 

本研究は上記の目的を達成するために、量的な手法と質的な研究とを総合した混合研究法を
用いて行うことを志向した。そのため、第 1に、社会保障各分野における、公私ミックスについ
て日本、フランスなど各国の精緻な事例検討を実施した。特に、グローバルにみた場合に、これ
まで理論的には明確に位置付けられていない日本の福祉国家モデルについての検討を重視して
すすめた。第 2に、事例検討をもとに、量的な研究と質的な研究方法を結びつけるための新たな
質的変数の開発に向けて、そのための理論枠組みを形成し、操作可能な変数とする可能性を検討
した。第 3に、利用できる質的変数を含めた、上記課題に関する量的な研究をすすめた。これら
の作業をすすめる上で、国際学術会議を 2 回開催するとともに、内外の関連する研究者からの評
価を適宜得た。 

４．研究成果 

（１）国際機関、研究機関等が更新しているデータベースについての検討を行い、社会保障に関
わる量的な把握の現状を整理するとともに、年金、医療、介護、家族などの領域において、概念
的整理をもとにした類型化とそれをふまえたる質的変数を用いた研究の動向について検討を行
った。この作業を行う過程において、20 世紀後半における日本社会における社会保障の公私ミ
ックスと検討するためには、その福祉国家の在り方、とりわけ雇用・就労確保とそこと結びつい
た制度設計という特徴と関わらせた質指標の作成を行っていくこと、さらにその前提としての
概念モデルの形成を行うことが重要な課題として浮上した。この点についての検討を深めてい
くため、これまでの福祉国家論には十分反映されていない雇用・就労・産業面を組み込んだ日本
福祉国家のモデル化をすすめた。このモデルを 80 年代半ばまでにおいて成立したものとして、
その後の 30 年間においてどのように変化しているかについて、さらにそれとの関わりにおいて、
そのモデル年金、医療、介護などの領域における公私ミックスの変化について検討した。具体的
には、1980年代後半からの「失われた 20 年」における社会保障の変容の整理とグローバルなト
レンドとの比較検討、日本福祉国家における家族主義の変化、年金政策、介護政策、医療政策の
変容、日仏医療政策の比較、不安定就労層への支援に関する日本の施策の特質、ジェンダー役割
の変容の程度と日本福祉国家の特色、などの検討が含まれる。これらの研究には、海外の研究者
の参画も得て、最終的に英文での公刊を目指して研究を継続している。 



（２）上記のモデル化とも関わらせて、社会保障の公私ミックスをそれぞれの研究者の強みを生
かしつつ推進した。この成果には、フランスにおける社会保障機構と共済組合との歴史的検討と
関連する著作の翻訳、フランスにおける医療供給の公私ミックスと中央-地方統治ネットワーク
ガバナンスの状況、日本の医療供給公私ミックスと医療保険との接合の特徴、年金再編による旧
来の「日本型福祉」の衰退と普遍主義上の課題、医療保険制度改革における政治の日韓比較を通
じた政策課題設定における制度の制約性の解明、日本の２００９年年金改革の「上乗せ・横出し」
性質の解明、日本とオーストラリアの社会的保護における「政治－経済」および「政治－社会」
の関係性変化の解明、などが含まれる。なお、研究前半における成果は、単行本として公刊した
（松田亮三・鎮目真人編『 社会保障の公私ミックス再論：多様化する私的領域の役割と可能性』
（ミネルヴァ書房, 2016年）。 
（３）医療、介護、年金、家族給付等において、公私ミックスについての量的分析を試み、（１）
で述べた質的な変数を組み込んだ分析を行う必要から、さらなる検討を行っている課題が明ら
かになった。別の言い方をすれば、健康との関わりになどを含めて、福祉国家の量的研究の新た
な領域を切り開いていくためには、質的な変数の革新が重要であることが課題として示された。 
（４）上記課題と合わせて社会保障公私ミックスについての理論的検討をすすめた。これらには、
Hackerによる制度改革類型の拡張的適用（制度縮減だけでなく拡大にも適用）、メタガバナンス
論の検討、批判的実在論の知見に依拠した福祉国家モデル分析の枠組みの検討・構築、福祉国家
の類型論とモデル化と再整理、などが含まれる。 
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